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ホームレスの自立が進めば、ホームレス
に関する要望が減り、前年度を下回れば
１００％。
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　大都市問題であるホームレス問題の解決のために、『新宿区ホームレスの自立支援等に関する推進計画』に基づき、区
全体で取り組んでいくための総合的な対策を整備していく中で、区とＮＰＯや区民等との協力・連携、都及び各区との連携
による事業の推進によりホームレスの自立を支援します。

①『宿泊所等入所者相談援助事業』では、自立生活への相談指導、再びホームレス生活へ戻らないよう相談、援助指導
を支援します。
②『ＮＰＯ・住民との連携』では、区と区民・団体等が連携して、自立支援のネットワークづくり、また、ＮＰＯや活動団体によ
るシンポジウム、研究会の開催を支援し情報の共有化を図ります。
③『啓発事業』では、ホームレスの実情や自立支援策を説明するパンフレットを作成・配布し、区民等に理解と協力を得ら
れるよう啓発活動を行います。
④『拠点相談事業』では、継続的にホームレスの相談に応じ、自立に関する情報や福祉施策に関する情報を提供すること
で早期の自立を支援します。

対象は、区内のホームレス、区民・事業者・ＮＰＯ等民間団体です。
手段は、①宿泊所等入所者相談援助事業②ＮＰＯ・住民との連携③啓発事業、④拠点相談事業です。
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　　ホームレスを路上生活に再び戻さないためには、都区共同事業や区の施策などの事業利用者を増やすことが重要で
す。そのためには、区民、ＮＰＯ・都、他区との連携を基本に事業の体系化・総合化を図り、効率性をより一層高めた継続的
な取組みが必要です。

重点項目を構成する計画事業

所管部

主な取組み

福祉部

今後の取組み・改革の方針

総　　　　合　　　　評　　　　価

　区民・ＮＰＯとの連携、都・区の共同事業、区の単独施策などホームレスの自立支援のための仕組みが整えられてきてい
ます。今後は、より困難な自立への阻害要因を抱えるホームレスが再び路上生活に戻ることのないように、阻害要因を一つ
一つ解決するために、自立支援の仕組みを最大限活用しながら自立を支援することが課題です。

※　ホームレス問題に関する啓発活動を行うとともに、区民やＮＰＯ、都・他区との協力・連携が進み協力や業
務の委託などにより、ホームレスの自立支援は効果を上げており、施策の有効性を示しています。 Ｂ

○ホームレスの自立支援等に関するシンポジウム等への支援。（３回）
○区立小中学校教師研修会への講師派遣。（１回）
○ホームレスの自立を支援する団体等の連絡会議を開催。（１２回）
○『宿泊所等入所者相談援助事業』、『拠点相談事業』を実施。
○都区共同事業『地域生活移行支援事業』及び『自立支援システム事業』を実施。
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